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年齢 : 歳 性別 :男 女 経験年数 :
質問2 現在,勤めている勤務地を教えて下さい
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図 1 情報センタ-への問い合わせ状況
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質問3 情報センターで問い合わせを受け 質問4 情報センタ｣ こ問い合わせたこと
ていることをご存知ですか(∩-294) がありますか(∩-294)
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図2 情報センターへの問い合わせ状況
-133(1127)-
? ? ? ? ??? ? ? ?
ProgressinMedicinevol,32N｡.52012.5






｣ 二二 二 二 ｣ 空｣
::---
他薬局 蔓 82



















































































































































更新頻度 年15回以上 年12回以上 年1回
(緊急時に適宜送信) (緊急時に適宜更新)
内 容 新薬情報,医薬品. 新薬情報,医薬品.医 前年度に実際に問い合わ医療機器などの安全 療機器などの安全情 せのあった質問事項
報,後発品情報など
メリット 会員薬局のすべてに いつでも閲覧するこ よく問い合わせのある内伝達が可能,情報が とが可能 容につ て記載
早い
記載できる内容につ インターネット設備 情報が遅い,制度改変に
テざメリット いて限度がある,経 がない施設では閲覧 よって異なる場合がある持費が必要 不可能,維持費が必
に伝えられる工夫を行ってきている(表2).PIファッ
クスは情報センターにおいても,最新の情報を迅速か
つ適切に送信できるシステムであり,今後も情報伝達
の有用な手法として継続して行われる必要がある.
方,情報センターのHPにもPIファックスで送信した内
容についてアップデー トしているにもかかわらず,
390/Oの方が情報センターのHPの存在を知らないこと
からも,今後,埼玉県薬剤師会雑誌などを介した定期
的な啓発活動が必要であることが推察された.また,
｢情報センターで受けた主な問い合わせについて｣の冊
子媒体について,42%の方が知らないと回答している
ことがわかった.この冊子は,2008年から毎年発行を
始めた活動事業のため,｢PIファックス｣に比べて会員
へ周知されていないものと推察された.
埼玉県薬剤師会において,情報センターの担う役割
として"薬事全般にわたる情報の的確かつ効率的な提
供"が掲げられるが,実際に会員薬剤師は,情報セン
ターの｢PIファックス｣を有効に活用している現状があ
ることが示された.また,疑問事項に関しては意識調
査の結果からも,"自分で調べる"もしくは"同僚の薬
剤師"に問い合わせて問題解決-取 り組む意識がある
ことが示された.しかし,疑問事項を薬剤師会や卸へ
問い合わせるケースも少なくないことから,各薬剤師
が自分白身で対応可能な体制作りが緊急性の高い課題
であることが示唆された.そのため,情報センターの
活動として取 り組んでいる｢情報センターのHP｣や｢情
報センターで受けた主な問い合わせについて｣の冊子
媒体を活用することは有用な方法の 1つであると考え
られる.しかし.これらの冊子媒体が有効に活用さjt
ていない状況も浮き彫 りとなった.今回の意識調査が
きっかけとなり,情報センター-の認識が高まり,薬
剤師会全体で情報を共有するためのシステム整備が進
むことが期待される.また,今回の保険薬局講習会へ
の参加はもとより,県薬剤師会が主催する研修会,勉
強会に参加する意識を高くもつことが大切だと思われ
る.特に,近年ではレセプトコンピュータの普及に伴
い,薬剤の在庫管理や薬歴管理も電子化されるように
なってきた.しかし,上記のようにインターネットに
様々な情報を掲載しているにもかかわらず,実際に使
用しているのはPIファックスのような紙媒体のもので
ある.だからこそ,今までの知識を活かし,情報の整
備を行い,会員薬剤師に的確かつ迅速に情報を伝えら
れる次世代の薬剤師が県薬剤師会に積極的にかかわる
ことが必要であると考えられる.今後も会員薬剤師の
業務の改善と向上のために,また適切な情報提供 ･収
集 ･発信を効率よく推し進めるためにも情報センター
の活動内容の改善と修正が早急の課題であると思われ
る.そして,迅速な情報提供や縦割 りでない,地域間
でのつながりをもった,横のつながりのある情報共有
を行っていくべきだろうことが不可欠だと思われれる.
情報センターとしてはそのつなぎの役割が求められて
いるのだと考えられる.
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